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炎症性腸疾患に対す るN-5ASAに よる治療経験

川 上 和 彦*馬 塲 正 三*

I. 目 的

Salazosulfapyridine(SASP)(Fig.1)は

炎 症性 腸 疾 患 の 治療 薬 と して40年 以 上 使 用 され て

い る が 、 まれ に 副作 用 が 報 告 されて お り(Tab.1)

、投 薬 を中 止 せ ざ るを え な い場 合 もあ る。N-5

ASAはSASPの 治 療 活 性部 分 で あ る こ とが 明

らか に され て い る5-aminosalicylic acid(5-

ASA)を 主 成 分 と し、 副作 用 の少 ない 治療 薬 と

して期 待 され て い る。今 回 炎症 性 腸 疾 患 の9症 例

を対 象 と して 、N-5ASAに よ る治 療 を経 験 し

た の で報 告 す る。

II. 対 象 と方 法

9例 の 内訳 は、 ク ロー ン病3例 、 潰 瘍 性大 腸 炎

6例 で 、年 齢 は22～49才(平 均32.6才)、 男 性3

例 、女 性6例 で あ った。 投与 量 は750～3000mg/

day、 投 与 期 間 は1～13カ 月 で あ った(Tab.2)。

III. 結 果(Tab.2)

全 例 に副作 用 を認 めな か った。 患 者 の生 活 の 印

象 を、 投 与 前 と比 較 して 『良 くな った 』 『不 変 』

『悪 くな った 』 『判 定 不能 』 の4段 階 で評 価 す る

と、9例 中8例(88.9%)で 『良 くな った 』 と い

う回 答 を え た。 発 熱 ・排便 回数 ・腹 痛 な ど の臨 床

症 状 の 改善 度 を 『著 明 改善 』 『中 等度 改善 』 『軽

salazosulfapyridine (SASP)

5-aminosalicylic acid (5-ASA) sulfapyridine (SP)

figure-1, salazosulfapyridine‚Æ5-aminosalicylic acid

Table-1: Salazosulfapyridine(SASP)の 副 作 用

度 改 善 』 『不 変 』 『悪 化 』 『判 定 不能 』の6段 階

で評 価 す る と、 中等 度 以上 の改 善 を認 め た症 例 は

7例(77.8%)で あ った 。 同様 に内視 鏡 所 見 の 改

善 度 を 検討 した と ころ 、検 査 を行 った7例 中4例

(57.1%)で 中等 度 以上 の改 善 を 認 め た。 上 記 の

結 果 よ り判 定 した全 般 的 改善 度 で は、9例 中7例
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Table-2: 対象 症例 と治療 法 ・改 善 度

(77.8%)に 中等 度 以 上 の改 善 を 認 め た。 不 変 で

あ った残 り2例 の うち1例 は、SASPで 強 度 の

皮 疹 が 出現 し、SASPを 中止 せ ざ るをえ なか っ

た が 、N-5ASAで は副作 用 もな く、13ヵ 月 間

緩 解 を維 持 しえ た。

IV. 考 察

SASPは5-ASAとSulfapyridine(SP)

の ア ゾ化 合 物 で あ る。経 口投与 に よ り大 部分 は大

腸 に達 し、腸 内 細 菌 に よ り5-ASAとSPに 分

解 され るが 、治 療 活性 部 分 は5-ASAで あ るこ

とが 明 らか に され て い る。 まれ に皮 膚 症 状 、 消化

器 症 状 、 血 液疾 患 な どの副 作 用 が報 告 され て お り

教 室 で も投薬 を 中止 せ ざる をえ な い症 例 を 経 験 し

て い る。 副作 用 は主 にSP部 分 に起 因す る と され

て い る1,2)。N-5ASAはSASPの 治 療 活性

部 分 で あ る5-ASAを 主 成 分 と し、下 部 消 化 管

で5-ASAを 放 出す るよ うに開発 され た経 口持

続 放 出製 剤 で あ る。 その安 全 性 お よ び治 療 効 果 、

再燃 防 止 に対 す る有 用 性 は ヨー ロ ッパ各 国 で 認 め

られ て い る3)。 我 々 がN-5ASA治 療 を行 った

炎症 性 腸 疾 患 症 例 で は 、9例 中7例 に治 療 効 果 を

認 め 、副 作 用 は認 め な か った.副 作 用 に よ りSA

SP投 薬 を 中止 せ ざ るを え な か った症 例 に対 して

も投 薬 が 可 能 で緩 解 を維 持 しえ た。N-5ASA

の 炎症 性 腸 疾 患 に対 す る治療 効 果 と安全 性 が 示 唆

され た。

V.結 語

N-5ASAを 炎 症性 腸 疾 患症 例9例 に投 与 し

た と こ ろ、7例 に治 療効 果 を認 め 、副 作 用 は認 め

な か った 。炎 症 性 腸 疾 患 に対 す るよ り安 全 な治 療

薬 と して 、N-5ASAの 有 用 性 が示 唆 され た 。
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